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工業埋立地における非繁殖期の

ワシタカ類の捕食行動と優劣関係

松村俊幸’
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はじめに

食物連鎖の頂点にたち，おもに生きた獲物を捕食することが多いワシタカ類は，ほかの

鳥類にくらべ，生息するためには食物の確保のためのさまざまな条件を満たす必要がある．

また，ワシタカ類は，種ごとに捕食対象が決まっており，捕獲に有利なように特殊化して

いる（Grossman＆Hamletl965)．たとえば，チョウゲンボウＦａｊｃｏｔｊ”u"cujusは，草

原の地上性の動物を捕食するために，ホバリングといった飛期方法をもちいる（Riddle

l990)．またハヤブサＦ､peregrimjsは，開放的な環境を利用して，捕食対象より速い飛

期速度をえるため，落下速度を利用しており（Ratcliffel980)，ハイタカAccjPjter凡jsus

は，形態，色，行動面において，森林内の動物を捕食するのに有利なように適応している

(Newtonl986)．

国内で，非繁殖期の平野部に生息するワシタカ類の食性は，一般的な傾向について（前

田1986)，オジロワシHajiaee“saJ6iCjIZaについて（中川1990)，チョウゲンボウにつ

いて（川本1991）が報告されているが，同一地域における種ごとの食性，捕食行動，優

劣関係や排他性はまとめられていない．本報では，非繁殖期のこれらの行動について報告

する．

調査地および調査方法

調査は，1987年をのぞく1980～1991年の８月～翌４月に，月あたり１～23日（平均11.6

日，のべ104日)，福井臨海工業地帯（全体計画面積1,235.7ha，うち産業用地面積731.2ha）

の最もカモ類が多く生息していた池を中心にした719.8haの場所で実施した（図１）．おも

な環境は，工場敷地内の草原，造成後人工的に吹きつけをした草原，造成後自然に草原が

復元し，裸地と草原がパッチ状に分散している海に面した草原，クロマツ林，池（1984年

以降は水路)，港，海であった．これらの地域は造成途中のため，人為的な環境変化が常

に行なわれていた．

調査方法は，見はらしの最もよい，海に面した裸地の含まれた草原内を移動しながら，

飛来したり，とまっていたトビＭ"Uusmjgrα"s以外のワシタカ類とその行動を観察した．

また必要に応じて種の判定や行動を記録するのに，写真撮影も行なった．ワシタカ類の発

見がなされない場合や，同じ個体が長時間同一地区にとまり，目立った行動がみられない
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図１．調査地位瞳図（国土地理院ｌ：50,000地形図「三国」より)．

Ｆｉｇ．１．LocationofthestudyareawithFukuiPrefectureinset‘

場合には，ほかの地域に移動し，ワシタカ類の発見につとめた．

池川ほか（1990）によれば，狩猟行動は，１）とまり場所での狩猟対象烏瓶の探索，２）

狩猟対象の発見から接近，３）狩猟対象への突入と捕獲，４）貯蔵または調理場所への獲物

の運搬である．本報では，捕挫行動は1）～3）とし，摂食行動は獲物の連搬とその摂食

の開始から終了までと定義する．また，捕食行動は，捕狸行動と摂食行動を含むものとす

る（Macfarlandl981)．

食性は，捕食行動の成否を問わず，その行動がみられたものすべてについて集計した．

捕獲行動時に，獲物を同時に観察でき，捕狸の成否を確認できた記録については，成功回

数/捕狸行動回数により成功率を算出した．なお，捕獲行動回数は，対象となった獲物に

対する捕独行動を１回として数えた．

優劣関係については，ワシタカ類とカラス頬において，捕食行動時の食物をめぐる接近

行動によって優劣関係を判定した．

排他性については，上記と同様の種間において，捕食行動時以外の追跡，攻撃，対立，

逃避行動を記録し，排他性を判定した．

結 果

１．食性

ミサゴＰα"djo7zﾉzaZjae“Ｓは捕食行動が23例観察され，ボラMugjZcephaZus（４例)，

サヨリ町po7､ﾉzamphuss”orj（１例）などの魚類を捕食した．また，ボラの死体を摂食

する行動が１例観察された．

ハヤブサは，捕食行動が１９例観察され，カモ類（11例），ヒヨドリHypsjpeteS

amaurotjs程度の大きさの小鳥（２例)，鱗遡目の昆虫（１例）を捕食した．その他，ド

バトＣＯ血、6α〃Ｕｊａｖａｒ､domesticａ（２例)，ハマシギCajidﾉ､jsaJp加ａ（１例）を狙った

が，成功しなかった．捕狸行動の成功率は，42.1％（､＝19）であった．
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．チョウゲンボウＦ､cojum6arjUSは，捕食行動が27例観察され，おもに捕食していた

小鳥類は，生息場所により以下の３タイプにわけ集計した．草原低木種（スズメＰａｓｓｅｒ

ｍｏ"tα"us，カワラヒワＣｍ･血eJjss”cαなど）が９例，上空通過種（メボソムシクイ

Ｐﾉiy"oscOpus6oreaIjs，メジロZosterOpsﾉaponjcaなど）が８例，地上種（タヒバリ

Ａ"t加sSpmojetta，ヒバリAjaud上zarue"sjsなど）が７例であった．その他，キジバト

StreptOpeIjaorje"taJjs（１例）やハマシギ（１例）などを狙ったが成功しなかった．捕

獲行動の成功率は52.3％（､＝21）であった．

チョウゲンボウは捕食行動が１３例観察され，ネズミ類（10例)，上空通過中のメボソム

シクイ（１例)，ニホンカナヘビ？bI紗dromustacﾉiydromojdes（１例）を捕食した．そ

の他，越冬中のアトリＦ７．j卿"αｍｏ凡t妙加gj"ａ（２例）を狙ったが，成功しなかった．

その他，ケアシノスリBUteoJagOjDusの成功例がネズミ類１例，オオタカＡ・gen“ｓ

の成功例がコガモA7zascrecca1例と不成功例がカモ類１例，ハイタカの不成功例が小鳥

類２例，ハイイロチュウヒCjrcusCyaneusの不成功例が小鳥類３例，オジロワシの成功

例がカモ類２例と不明１例，不成功例がカモ類２例とカモメ類ｌ例が観察された．

２．捕獲行動と場所

当地におけるワシタカ類の捕盤開始時の行動は，おもに羽ばたき，滑空，ホバリングな

どにより獲物を探索する「飛期型」と見はらしのよい所にとまりながら探索する「とまり

型」にわけられた．捕獲行動が観察された８種について，その行動と場所の概要を述べる．

ａ・ハヤブサ．捕獲は，おもに池または水路とその周辺に広がる開放地で行なった．獲

物の探索方法として，旋回と羽ばたきを交えて行なう「飛期型」（11例）と地上の杭など

に止まって行なう「とまり型」（３例）があった．捕獲方法は，次の４つの型が観察され

たが，捕食対象への突入と捕獲行動は，すべて飛期中の鳥類に対して行なわれた．

「追尾」は，７例観察された．獲物の上部に位置した場合に急降下により速度を上げ，

獲物の後ろから捕獲する方法と，獲物と同じかそれより低い高さに位置した場合に，羽ば

たきながら獲物を追いかける方法があった．「急降下蹴落とし」は，５例観察された．獲

物より本種が上空に位置した場合に，急降下の力を利用して穫物を蹴り落とす方法であり，

おもにカモ類を，そしてドバト，ハマシギも狙っていた．「急上昇」は，１例観察された．

強風のため飛期が困難な場合に観察された．飛び立ったカモを飛期中に確認したハヤブサ

が，一度急降下し，強風を避け低空で接近した後，急上昇し獲物の下部を攻撃する方法で

あった．「低空追いだし」は，１例観察された．池で休んでいるカモ類に対して低空で接

近し追いだそうとする方法であったが，カモ類は緊急潜水で攻撃を避けた．また，「急上

昇」１例と「追尾」１例では，獲物が大型のカモ類の場合，捕獲の後，共に落下した．

またハヤブサによる捕獲はほとんど単独で行なわれたが，２羽でハマシギを狙う行動が

１例観察された．

ｂ，．チョウゲンボウ．観察された20例の捕獲行動は，おもに，獲物が隠れる場所のな

い開放的な草原で行なわれた．本種は，地上近くの杭や砂山などで「とまり型」を行ない，

おもに飛期中の換物を発見すると追尾や急降下を交えて捕獲するといったものであった

(１５例)．地上または低木にとまっている盤物の場合は，接近により飛び立たせてから捕狸

行動に移った（５例)．当地で小鳥類の多い時期は，１１月前半の渡りの時期と，１２～翌１

月頃内陸部の積雪のため，雪のない土地へ移動してくる時期の２回であり，２７例の捕食行
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動の観察例のうち，当地の上空を渡り鳥が多く渡った11月３日と４日の観察例が10例もあっ

た．

ｃ・チョウゲンボウ．１１例の捕獲行動が観察され，おもに草丈の低い草原で行なわれた．

本種は，おもに「飛期型｣，特にホバリングによる獲物の探索（９例）を行なっていたが，

枯れ木の上で探索する「とまり型」も１例観察された．獲物の発見後は，急降下または徐々

に高度を下げて捕獲行動に移った．これら以外に，上空を通過中と思われたメボソムシク

イを捕獲した例が１例あったが，捕獲方法などの詳細は観察できなかった．

ｄ・ミサゴ．１８例の捕獲行動が観察され，そのすべてが池または水路で行なわれた．本

種は，「飛期型」（11例）または「とまり型」（７例）で水域にいる魚類を発見した後，ね

らいを定めて急降下し，両翼と上半身以外を水没させ，捜物を捕獲した．しかし，地上に

あった死体のボラを発見した場合，近くに降りた後歩いて接近した．なお，本種の「とま

り型」は，造成により岸辺が高さ５～10ｍ程度の崖になった時に，崖の上部にとまって行

なわれた．

ｅ・オジロワシ．５例の捕捜行動が観察され，おもに，池または水路周辺で休息してい

るカモ類を狙った．捕獲行動は「飛期型」で，カモ類はハヤブサの場合と対象的に飛期し

て逃げた．これを本種が，追尾，反転して捕獲する行動が３例観察された．本種は，カモ

類以外におもに魚類を捕食し（中川1990)，当地においても同様であった（榎本二郎私

信)．また，ハヤブサが地上で捕獲に成功すると接近し，狸物を奪ったり，食物を運搬し

ているハヤブサを追いかけ奪い取るなどの行動が２例観察された．

ｆ・オオタカ．捕獲行動は，いずれもクロマツ林のある方向から突然出現し，池におい

て飛期中のカモ類を捕獲する行動が２例観察された．これ以外に，本種がカモ類の生息し

ていた池の周辺の低木，杭，砂山に長時間とまる「とまり型」が観察された．

ｇ・ケアシノスリ．捕獲行動は，ほとんど人工の吹きつけによって形成された草原にお

いて観察され，ホバリングによる「飛期型」で獲物を探索した後，急降下または徐々に高

度を下げて行なった．また，水銀灯や枯れ木などを利用した「とまり型」も観察された．

ｈ・ハイイロチュウヒ．捕獲行動は，短いホバリングを利用した「飛期型」により，地

上または低木内の小鳥類を狙うところが観察された．いずれも獲物の動きが速く，また低

木内には突っこむことができずに失敗に終わった．

３．摂食行動と場所

摂食行動が観察された７種について，その行動と場所の概要を述べる．

ａ，ハヤブサ．摂食行動は４例観察され，草原と裸地が分散していた開放的な環境内で

行なわれた．トビによる妨害を受けた場合には，摂食場所を次々にかえて摂食を行なった．

その他，捕盤が成功しても，摂食までのあいだにオジロワシに獲物を奪われた例が２例，

トビの妨害により獲物に逃げられた例が１例あった．今回観察された最大の獲物はマガモ

Ａ・pjatyrﾉiynchosであり，ハヤブサの雌より大きかった．この場合，共に落下した後，

その場で摂食した．運搬した盤物の最大種は，トモエガモＡ､/brmosaであった．

ｂ，．チョウゲンボウ．摂食行動は，１１例観察され，ほとんどが草原と裸地が分散して

いた開放的な環境内において行なわれた．捕獲と摂食が同時に観察された５例では，すべ

て同一地区で行なわれた．ほとんどの場合，捕獲後直ちに地上または杭などの上で摂食が

行なわれた．1985年11月４日，９：４０頃に行動面から個体識別された個体が，カワラケツ



6５

メイCbIssiamjmosojdesssp.〃ｏｍａｍｅの中に貯蔵する行動が１例観察された．貯蔵行動

を観察した食物は，１５：２５までには食べられていなかった．しかし，その個体は１２：００頃

すでに貯蔵されていた別の食物を取り出し摂食していた．

．チョウゲンボウとチョウゲンボウの貯蔵行動は，１１月上旬の小鳥が次々に渡る日に観

察された．．チョウゲンボウの場合には，貯蔵後すぐに上空を探索する行動をとり，換物

を発見するとすぐに捕獲の体勢に入る行動が連続的に観察された．また貯蔵場所は，あま

り茂っていない草の根元であるため，貯蔵のあとも食物の所在が容易に観察できた．

ｃ、チョウゲンボウ．摂食行動は１１例観察され，おもに草丈の低い草原で行なわれた．

捕獲と摂食が同時に観察された９例において場所を比較すると，すべて同一地区で行なわ

れた．ほとんどの場合，捕獲後直ちに止まって摂食したが，飛期しながらの摂食が１例，

貯食が１例観察された．その貯食行動は1986年11月３日，９：１０頃に観察され，小鳥の頭

部のみ摂食後，カワラケツメイの中に貯蔵した．しかし，この食物は１５：００までには食べ

られていなかった．

ｄ，ミサゴ．摂食行動は８例観察され，捕獲後，同一地区内で最後まで摂食した例は１

例しかなく，最終的に調査地外に獲物を運搬する行動も２例観察された．摂食中の他地区

への移動は，カラス類，トビ，人間などの妨害によるものであった．摂食地域は，おもに

狩猟地域周辺のクロマツ林と草原と裸地が分散する環境であった．

ｅ・オジロワシ．摂食行動は，ハヤブサから奪った獲物をクロマツ林の方向へ運んだ例

が２例と，自分で捕獲した後，草原と裸地が分散した環境内の地上で摂食した例がｌ例観

察された．

ｆ・オオタカ．捕獲後，直ちにクロマツ林内に運搬した（１例)．

９．ケアシノスリ．捕獲後，狸物を50ｍ程度運搬し，草原で摂食する行動が１例観察さ

れた．

４．優劣関係と排他性

捕食行動時のワシタカ類およびカラス類の接近行動は，計７種，１１回観察され，捕狸者

の摂食が失敗に終わったのは４例であった（表１－a)．

捕食行動時以外のワシタカ類およびカラス類の接近行動は，計１２種，５２回観察された

(表１－b)．

ａ、オジロワシは，捕獲に成功したハヤブサに接近して獲物を放棄させ，そのため執勘

に威嚇されても動じなかった（２例)．また，換物を持っていないハヤブサがオジロワシ

を攻撃しても動じることなく，その逆の場合は前者が逃避した（３例)．

ｂ・ハヤブサと．チョウゲンボウは，共に開放地で鳥類を捕食しているにもかかわらず，

獲物を捕狸したハヤブサに接近した．チョウゲンボウが追い払われたｌ例の観察以外は，

目立った排他性は観察されなかった．

ｃ、チョウゲンボウと．チョウゲンボウの間には，９例の接近が観察され，小さな．チョ

ウゲンボウの雄の幼烏が劣位であることが多かった．

ｄ、トビは穫物をもっている個体に対して接近することが多かったが（１１例中５例)，

奪い取りに成功したのはチョウゲンボウからの１例のみであった．また，捕食行動時にト

ビの接近を受けたミサゴ，ハヤブサ，チョウゲンボウ，コチヨウケンボウの４種のうち，

．チョウゲンボウを除く３種は，捕食行動時以外にもトビによる排他を受けることが多かつ
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Ｆ・pgregr･加拠ｓ

Ｐ.ｈα〃αe虹Ｓ

Ｆ,cojumbarjus（uf）

F､coZumbarjus(ｊｍ）

F・coJum6arius(ｊｍ）

F､tjnmmcU“ｓ(ｊｍ）

Ｆ・per2grmus

２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２successes

lsuccess

preyabandoned

defenderescapes

withprey
〃

ノノ

ノダ

′〃

defendspI･ey

attackerchasedoff

MjJUusmjgrans

FaZcoPeregrinus（au）

Ｆ・PeFegrmus（au）

Ｃｏｒｕｕｓｓｐ、

Hal6ici"ａ（au）

Ｐｔｍｄｉｏ〃haliaetus

arcusCyaneus

F､Peregrmus（au）

Ｆ・PeFegr加ｕｓ(ju）

Ｆ､〃'muFzcuIus(ｊｍ）

Ｆ・tjFmu"cujus（uf）

Ｍｍｉｇｒａ凡Ｓ

Ｆ､Peregrmus(ju）

Ｂ、ｂｕｔｅｏ

Ｆ・ｔｍｍｍｃｕＪｕｓ

Ｂ・JagOPus

CorUussp．

Ｃ・Ｃｙａ７ｚｅｕｓ

Ｆ､peregrmus（au）

Rcojum6arjus（uf）

Coruussp、

Accjpiterge"“ｓ

Ｃ・ｍｅＺａ凡oJeucos

f＝female,ｍ＝male,ｊ＝juvenile,ｕ＝unknown

Ｔａｂｌｅｌ（b)．Aggressiveinteractionsamongraptorsandcrows,exceptforfoodpirating．

１
２
１
２
１
３
１
３
３
２
１
３
１
１
１
１
１

6６

Pmzdio〃んα〃αetus

〃

Buteojagopus
"

Ｈα"αeetusaめiCi"ａ（a、）

（a、）

（au）

（au）

MjIUusmjgrα"ｓ
〃

ノノ

ノダ

ノア

ノノ

ノア

Ｃかcuscyα"ＧＵＳ
〃

ノノ

ノノ

Ｃ､ｍｅJα"ojeL4cos

Accjpjterge凡雌ｓ

Ｂ・buteo

〃

(Continued）

１
２
４
１
１
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Tableｌ(b)．（continued）
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Ｎｏ．ofincidencesDefender

f＝female,ｍ＝male,ａ＝adult,ｊ＝juvenile,ｕ＝unknown

HaZbicj"α(ｍａ）（ua）

Ｍ､ｍ喧ｍｍｓ

Ｃ・cyaneus

歴ｔｍｍｍｃｕ血ｓ（uu）

Ｍ・mig7.α瓦ｓ

ＲｈａＺ血②虹ｓ

ＣｏｒＵｕｓｓｐ・

ＭｍｊｇＦａｒｔｓ

Ｆ・ｚｍ皿凡cuZus（uf）

Ｆ・coZumbaFjus（uu）

Ｆ,coZumbar虹s(ｊｍ）

ＣＯＦ･uussp．

Ｆ､peregrmus（au）

Ｆ､ＣＯ虹mbarjus(ｊｍ）
ＲＣＣ虹ｍｂａｒ血ｓ(uf）

ＣＯＦ皿ｓｓｐ・

ＭｍｉｇＦａｎｓ

Ｂ・ｊａｇＯｐｕｓ

Ｆ・瓦皿哩冗cuzus(ｊｍ）

RCoZUmbarZUS(ｊｍ）

ＣｏＦＵｕｓｓｐ．

Ｆ,ZmFzuFzcuZus（uu）

Ｆ､ＣＯ虹mbarjus（uu）

CoFU"ｓｓｐ．

Ｆ・〃rmLmcLLJus（uu）

Ｆ､亜Jmzmcu血ｓ(ｊｍ）

Ｆ・伽励zmcujus（uf）

皿cojumbarius（uf）

Ｃｃｙａ凡eus

五ｔ加皿陀cujus（uu）

Ｆ・ＣＯ虹ｍｂａｒ･虹S(ｊｍ）

Ｆ・cojumbarius(uf）

ＣＯＦ･皿ｓｓｐ．

Ｈ・albicilla（ua）

Ｐ・ｈａＺｉａｅ虹ｓ

Ｂ.ｂ“ｅｏ

ＣｃｙａＦｚｅｕｓ

Ｆ､peregrmuS(uj）
Ｆ・ＺｍｍｍｃｕＪｕｓ（uu）

Ｆ､箆'、皿cuzus(ｊｍ）

Ｆ・〃Fmzmcu虹ｓ（uf）

Ｆ､coZumbar･虹ｓ（uu）

Ｆ,coZumbarius（uf）

FbEZcoPeregFi凡uｓ（au）
"

ノア

パダ

（ju）

（ju）

（ju）

Ｆ・〃凡凡皿c皿zus(ｊｍ）
〃

〃

〃

〃

（uu）
〃

』′

〃

（uf）
〃

〃

〃

ｆ′

ＲｃｏＺ“ｍｂａＦ･虹ｓ（uu）
〃

ノア

（ｊｍ）
〃

〃

〃

（uf）
〃

〃

〃

〃

Ｃｏｒｕｕｓｓｐ．
〃

〃

メノ

ノタ

〃

〃ｱ

夙ﾉ

〃

３
３
１
１
３
１
１
２
１
１
２
２
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
２
４
１
２
１
２
２
２
２
３
１
２
１
１
４
１
１
２
１
４
１
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た（12例)．

ｅ・カラス類は，複数で追跡，攻撃する場合が多く，オジロワシ，ミサゴ，ハイイロチュ

ウヒの逃避例が多かった（８例)．しかし，ハヤブサ科３種に対しては対立することが多

く（10例中６例)，カラス類の逃避例も観察された（２例)．

ｆ・同種同性および同種異性の接近行動は，計３種，１０回観察された．

特にコチョウゲンボウにおいて対立が多く観察されたが（８例中７例)，獲物を持った

雄の幼烏の場合は，換物を運搬しながら逃避した（１例)．

考察

１．捕食行動と場所

ワシタカ類の生息は，食物条件と捕食の可能な環境，種内および種間の関係によって決

定される（Janesl985，Newtonl979)．

当地における盤物の探索は，「とまり型」と「飛期型」にわけられた．チョウゲンボウ

やミサゴの「とまり型」の捕獲行動は，冬期により多く観察される（Riddlel990，Poole

l989)．ハヤブサは頻繁に「とまり型」を行ない，「飛期型」よりも「とまり型」の捕盤成

功率が高い傾向にある（Ratcliffel980)．また，開放地では，適当なとまり場所の量が

生息に影響を与えると仮定される（Newtonl979)．今回，ミサゴの「とまり型」が，造

成によって岸辺が崖になった時に行なわれたことから，獲物の発見のための適当なとまり

場所の有無が「とまり型」を行なう場合の要因のひとつと考えられる．よって，当地では，

｢とまり型」より「飛期型」が多く観察されたことは，当地では適当なとまり場所が不足

していることを示唆している．

地上または水中の狸物を捕獲する種は，獲物を発見すると一気に急降下するか，徐々に

高度を下げて獲物の上空より捕獲を行なう．また，チョウゲンボウ，ケアシノスリ，ノス

リ，ミサゴなどの「飛期型」は，ホバリングという飛期方法をとることが多い（清棲

1978)．飛期はとまりより，１０倍のエネルギーを消耗し（Kingl974)，ホバリングは，空

中の一点の位置を確保するために，風のない日にはより多くのエネルギーを必要とする

(Riddlel990)．しかし，ホバリングは，適当な止まり場所のない所では地上または水中

の獲物の発見率を高めるのに有効であり，発見後直ちに捕狸に移れるために，行なわれる

ことが多いのであろう．

ハヤブサは，海上などの開放的な空間においてヒヨドリやドバトを捕食した場合，空中

で捕食対象を直接捕狸または急降下蹴り落としにより落下中の換物を空中でつかむ空中捕

獲と海面に蹴り落とした獲物を拾い上げる海面捕獲を行なっている（池田ほか’990)．ま

た，福井県内の本種の周年生息地における1985年から調査では，海上での捕食行動の捕食

対象は，コガモの１例を除き，ほとんどがドバトより小型の鳥類であった（松村未発表)．

しかし，当地の本種の食物は，カモ類が中心で，運搬に多くのエネルギーを使うか，また

は不可能である．当地においてカモ類は，生息地である池と海上との移動のために草原と

裸地が分散している開放地を通過する．このことが，大型の獲物の捕獲を可能にしたと考

えられる．つまり本種が運搬困難な獲物を捕痩した場合でも，空中捕獲の後，共に地上に

落下することが可能であり，たとえ蹴り落としたにしても，その後の運搬の必要がなく，

摂食が可能だからと考えられる．
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．チョウゲンボウが開放地の生息環境により３タイプにわけた小鳥類を広く捕食してい

るのは，本種の捕獲行動によるものと考えられる．同様に鳥類を捕食するハヤブサのおも

な捕獲方法は，獲物より高い位置からの急降下である（Ratcliffel980)．よって，ハヤ

ブサの場合，地上近辺にいる獲物の捕狸は，自分自身が地上に激突する危険性をともなう

し，高空を渡る獲物を捕捜するには，当地のような高いとまり場のない環境では，長時間

捜物より高空で飛期しながら待機する必要がある．それに対して，本種のおもな捕獲方法

は，地上で獲物を発見した後，速い飛期速度により接近し，反転を交えた追跡により捕獲

するものである．また，開放地の獲物は本種の捕獲行動に対して，安全な場所に逃避する

ために飛期するしかない．よって，獲物の位置が地上であれ高空であれ，地上での「とま

り型」により捕獲が可能であると考えられる．

．チョウゲンボウとチョウゲンボウにおいて観察された貯蔵行動は，これまでハヤブサ

(池田ほか1990，松村1991）とチョウゲンボウ（川本1991）において報告されており，

これらの種では通常行なわれている行動と考えられる．当地での観察状況では，貯蔵行動

は食物を隠す目的よりも，換物の豊富な時間帯にできるかぎり多くの換物を捕獲し，獲物

が少なくなった時間帯に摂食することで，より効率的な捕食を行なえるからと予想される．

２．摂食行動にみる優劣関係と個体間の排他性

ハヤブサはマガモなどの運搬が困難な種を捕食するため，オジロワシなどの優位な種が

いる場所では横取りされてしまう．このことが，オジロワシの定着による本種の出現頻度

の減少をもたらしたのだろう（松村印刷中)．また，福井県内の本種の周年生息地におい

ては，単独個体のトビに対して，食物の防衛は完全に優位であった（松村未発表)．よっ

て，当地においてハヤブサの摂食活動がトビにより妨害され，排他されたのは，獲物の運

搬の困難さと複数個体のトビの追跡を受けたためと考えられる．

ワシタカ類の性的２型は，動きの速い獲物を捕食する種において顕著であり，そのため

体の大きい雌は雄に対して優位である（Newtonl979)．よって，動きの速い獲物を捕食

するチョウゲンボウと．チョウゲンボウの接近において，後者の雄の幼烏が最も劣位であっ

たのは，これらの中で最も小型であることが原因と考えられる．

摂食行動時に種間および種内の食物をめぐる争いが観察されたことから，開放地での摂

食のためには，捕獲成功後，食物の遠隔地への運搬，逃避しながらの摂食，開放地から林

内への運搬などの対応措置が必要なのであろう．このことは，非繁殖期のワシタカ類の生

息には，食物の種類と量，種ごとの捕獲行動の型にあった環境，優劣関係とあわせて，摂

食場所の確保が重要であることを示すものと考えられる．

３．終わりに

今回の調査地は人工的に造成された環境である．榎本（1984）によれば，当地はおもに

数万単位のカモ類を中心に204種の野鳥が観察され，県内でも有数の野鳥の生息地である．

よって，獲物の種類や個体数は多く，水面，森林，草原など捕食環境も多様である．また，

食物連鎖の頂点に位置する１５種のワシタカ類が非繁殖期に生息していることが確認されて

いる（松村印刷中)．非繁殖期の生息地が次々と失われている昨今，われわれはワシタカ

類を頂点とした動物達のために，人工的にでも生息環境を保護・管理することが必要と考

えている．
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要約

1987年を除く1980～1991年の８月～翌４月にかけて，福井臨海工業地帯において，非繁殖期のワシ

タカ類の捕食行動，優劣関係および排他性を調査した．おもに捕食行動が観察された種とその食性は，

ミサゴが魚類，チョウゲンボウがネズミ類，．チョウゲンボウが小鳥類，ハヤブサとオジロワシがカ

モ類であった．捕痩行動開始時の行動は，「飛期型」と「とまり型」にわけられ，おもに「飛期型」

が多かった種は，ハヤブサ，チョウゲンボウ，ミサゴ，オジロワシであり，「とまり型」が多かった

種は，．チョウゲンボウであった．捕獲行動と摂食行動が行なわれた場所は，ハヤブサ，チョウゲン

ボウ，．チョウゲンボウが同一環境であったが，オジロワシとミサゴでは，異なった環境への食物の

運搬が観察された．チョウゲンボウと．チョウゲンボウにおいては，小鳥類が多く渡った日にカワラ

ケツメイの根元に，食物を貯蔵する行動が観察された．ワシタカ類およびカラス類の接近行動は，１２

種で計63回観察された．特徴的なものとして，オジロワシがハヤブサが捕らえた痩物を奪うなど優位

であった行動と，チョウゲンボウと．チョウゲンボウの間で，．チョウゲンボウの雄の幼鳥が劣位で

あった行動が観察された．

摂食行動時に種間および種内の食物をめぐる争いが観察されたことから，開放地での摂食のために

は，食物の遠隔地への運搬，逃避しながらの摂食，開放地から林内への運搬などの対応措置が必要な

のであろう．このことは，非繁殖期のワシタカ類の生息には，食物の種類と量，種ごとの捕獲行動の

型にあった環境が必要であること，また摂食場所として異なる環境を利用する種については，摂食す

る場所の確保が必要であることを示している．
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＊直接参照できなかった文献

Predatorybehaviorandinterspecificrelationshipsofraptorsin

the、on-breedingseasoninregeneratedhabitat

ToshiyukiMatsumural

7１

1．Predatoryandaggressiveinterspecificbehaviorofraptorsinthenon-breedingseason

wereobservedonlandwhosehabitatswereregeneratedafterindustrialuses，from

AugusttoApril，１９８０tｏｌ９９１（exceptl987)．

2．Eachspecieshuntedadifferentprimaryprey：OspreysPα"djo凡haJjaetuscapturedfish；

EurasianKestrelsFaJcoti凡凡皿cuJushuntedmice；MerlinsF・coJumbar虹shunted

passerinebirds；PeregrineFalconsF・peregrmushuntedducks，asdidWhite-tailed

EaglesHα〃αeetusaめicj〃α・Ｔｈｅｒａｐｔｏｒｓｕｓｅｄｔｗohuntingmethods：huntingflights

（Peregrines,Kestrels,OspreysandWhite-tailedEagles)，andperchhunting（Merlins)．

3.White-tailedEaglesandOspreyswereobservedtotransporttheirpreyｆｒｏｍthecapture

sitetoaneatingsite，whiletheremamingspeciesgenerallyatetheirpreyatthecapture

site、KestrelsandMerlinswereobservedhoardingpreyneartherootsofCassja

mimosoidesssp・ｎｏｍａｍｅｏｎｄａｙｓｗｈｅｎｍａｎｙｐｒeyspeciesweremigratingheavily，

4．ExamplesofaggressiveinteractionsbetweenraptorsincludeWhite-tailedEagles

piratingBaikalTealsＡ"ａｓ/brmosafromPeregrines,andjuvenilemaleMerlinschasing

KestrelsandMerlins、

５．Ｆorallspeciestoco-existtogether，ｔｈｅｒｅｍｕｓｔｂｅａｓｕｉｔａｂｌｅｐｒｅｙbaseandhunting

habitat，andforotherspeciessuchasEaglesandOsprey，additionalfeedingsites，

separatefromthehuntingsites，ａｒｅimportant、

１．FukuiNatureConservationCenter,Minamirakuroshil69-ll-2，Ono-shi，Fukui
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